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研究成果の概要（和文）：人材の多様化は，組織の創造性，問題解決，イノベーションを高めるなど，様々なベ
ネフィットを組織にもたらす一方で，異なる人材が集合されることから組織の均一性，協調性が乱れ，短期的に
はコンフリクトが生じることも確認されている。

人材の多様化は，我々の働き方にどのような影響もたらすだろうか？本研究プロジェクトでは，日本企業に勤務
する女性と外国人に注目し，大規模なアンケート調査を通して，彼らの働き方の実態を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The labor market for highly skilled workers is globalizing and diversifying 
rapidly. This has many potential benefits for firms: whether workers settle permanently in a foreign
 country or eventually return home, both the human capital and social capital cultivated through 
their transnational lifestyles are a rich resource for their employers. On the other hand, in some 
environments cultural diversity does not spur greater creativity or innovation - rather, it 
increases conflict, impedes communication, and reduces productivity. In this research project, we 
conducted a large scale survey of employees in Japanese companies, with the aim of studying 
workstyles and work attitudes of women and foreigners. Using statistical methods, we investigated 
their attitudes, career aspirations, and conflict areas, and identified issues that impede the 
effective use of human capital and talent within Japanese organizations.

研究分野：労働経済，社会学，ジェンダー，グローバル化
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人材不足が深刻化する我が国の労働市場において，人材の多様化，また働き方の多様化が今後更に浸透すること
が予想される。本研究プロジェクトは，女性・外国人の立場から働き方に対する意識，直面する問題点，キャリ
ア感などを定量的につかみ，人材の多様化を最大に活かすために取り組むべき課題などを明らかにした。多様な
人材が活躍できる社会，多様な働き方が実現できる社会に向けて一助となれば幸いである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
日本企業では，理想的な社員は日本の大学を卒業して，日本語を話し，企業からの命令には素直
に従う「日本人男性」であることが暗黙の条件であった。日本型雇用慣行は，ジョブ型ではなく，
メンバーシップ型と言われており，この場合メンバー＝日本人男性という見方は未だに強い。日
本人男性中心型の働き方は，戦後の経済復興と労働市場の安定した成長に大きく貢献してきた。 
 
他方，人口構造の変化，IT化，グローバル化を背景に，労働人口は多様化している。同時に，メ
ンバーシップ型の働き方は，メンバーに安定した雇用を保障する傍ら，組織の命令には歯向かえ
ないような組織文化を形成し，長時間労働，パワーハラスメント，転職ができない中高年層など
の弊害を生み出した。近年においては，今まで通りの日本人男性中心型の働き方は揺らぎ，多様
化する人材をいかに活用して競争力を高めるかが求められている。 
 
２．研究の目的 
 
人材の多様化は，組織の創造性，問題解決，イノベーションを高めるなど，様々なベネフィット
を組織にもたらす。一方で，人材の多様化は今までの日本人男性中心型の働き方という「均衡」
を乱すことから，「痛み」も伴う。現に，異なる人材が集合されることから組織の均一性，協調
性が乱れ，短期的にはコンフリクトが生じることも確認されている。 
 
人材の多様化は，我々の働き方にどのような影響もたらすだろうか？本研究プロジェクトでは，
日本企業に勤務する女性と外国人に注目し，大規模なアンケート調査を通して，彼らの働き方の
実態を把握することを狙いとした。彼らの働き方に対する意識，直面する問題点，キャリア感な
どを定量的に摑み，人材の多様化を最大に活かすために取り組むべき課題などを明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究プロジェクトの前半では，既存研究，文献，二次データのレビューと整理を行い，仮説構
築を行った。本研究では独自のデータを回収し，独自の仮説を検証して分析した。プロジェクト
後半では定量分析に向けて，アンケートの設計に取り組み，最終的には大規模なアンケート調査
を実施した。 
 
本研究プロジェクトで行った「企業対象アンケート調査」は，文部科学省主幹の全国ダイバーシ
ティネットワーク（OPENeD）の一環として実施された。調査概要は以下の通りである。 
 
実施時期： 2019年 9月 24日から 12月 16日 
参加企業： 全 6社：製造，通信，IT，エネルギー等業界，日系・外資系を含む 
回答者全数： 5218名，男性 4212名，女性，715名，その他 291名，含む外国人 61名 
調査手法： アンケート調査ツール Qualtricsを用いたインターネット調査 
使用言語： 日本語，英語 
 
４．研究成果 
 
ここでは，主に「企業対象アンケート調査」の結果を報告する。 
 
４－１ 外国人 
 
今回の調査では，回答者が外国人であることも想定して英語のアンケートも用意した。しかし，
全回答者 5218名のうち外国人は 61名にとどまり，日本の労働人口に占める外国人労働者比率の
低さを改めて痛感した。一方で，6社のうち 1社は外資系企業であり，外資系資本が働き方に与
える影響の仮説を検証する狙いには有意義であった。以下に結果のハイライトを示す。 
 
①外資系企業の特徴 
 
日本企業の社員に比べ，外資系企業に勤める社員は，全般的に，キャリア開発意欲，昇進意欲，
心理的安全性の確保などの観点から，肯定的な回答が顕著であり，職場へのエンゲージメントも
高い。「将来は現在より高い職位に就きたい」「上司は部署内で多様な個性を尊重している」とい
った回答に対しては肯定的であった。 
 
一方で，「自分の会社では年齢によって昇進が決まっていると思う」という回答には否定的であ
り，（日本企業に比べると）組織の評価・昇進が年功型になっていないことを示唆している。 
 
 



②外国人社員の特徴 
 
ここでは，外国人サンプルの中でも最も比率が高かったアジア系外国人のサンプルに注目して
分析を行った。日本人社員に比べるとアジア系外国人は，上位職に就く意欲が高い。「より高い
職位に就きたい」という回答に対して肯定的である。 
 

 
一方で，学歴，勤続年数，経験年数などをコントロールして行った回帰分析では，これら人的資
本をコントロールした上でも，アジア人社員は日本人社員よりも低い地位に就いていることも
確認された（ここでは分析結果は割愛している）。これらの結果は，アジア人社員の上昇志向は
高いものの，日本企業では，彼らの意欲が十分に満たされていないことを示唆している。 
 
４－２ 女性 
 
＊以下は「全国ダイバーシティネットワーク」に我々が提出した報告書，「ダイバーシティとイ
ンクルージョンの観点からの企業職場環境調査」から一部掲載，編集した内容になる。 
 
① 女性のキャリア推進における現状と課題 
 
今回の調査からは，女性は，現在より高い職位に就ける可能性はあると思っているものの，高い
職位に就く意欲自体が男性よりも弱い状況が見られた。その背景には「高い職位に就くように育
成されてきていないために手を挙げられない」「高い職位にいる人達に希望を持ちづらい」とい
った認識が関係していそうな状況が見られた。 
 
・「仕事の上で大きな壁にぶつかり乗り越えた経験」を持つと感じる割合が，女性では男性に比
べ顕著に低いことに加え，女性は男性に比べ，自分が何を期待されているか理解している度合
いや，自分の仕事が重要だと感じる度合いが弱いという結果を得た。同様に，上司から認めら
れているという感覚や難易度の高い仕事を任されるなど上司から信頼を得ている実感も，女性
は男性に比べて弱かった。 

• なお，職位別に見た際に，課長職以下では「壁を乗り越える経験」で男性が女性を上回るが，
部長職以上では女性が男性を上回る結果となったことは興味深い。部長職以上に就く女性に対
してより厳しい試練が求められている現実を映している可能性がある。 

• 職種別では，STEM系職種の女性では，STEM系職種の男性と比べても，非 STEM系職種の女
性と比べても，前述の傾向が強い状況が見られた。 

• この男女の感覚差を裏付けるかのように，同じ職位にある男女の部下の平均人数のデータから
は，全て職位において，男性の方が女性よりも部下の平均人数が多いという結果が得られた。
表面的には同じ職位に就いていても，実質的に任されている責任の大きさに男女差が存在する
一つのエビデンスである。 

• 管理職に対するイメージに関して見ると，家庭を犠牲にしているといった負担感には顕著な男
女差がない一方で，「やりがい」があると感じる度合いは，女性の方が男性よりもやや弱く，
より高い職位に就く意欲の相対的な低さにつながっていると考えられる。なお，STEM系職種
では男女ともに，非 STEM系職種に比べ，「やりがい」を感じる度合いが顕著に低い状況が見
られた。 

 
昇進における性別視点での公平性に関しては，男性がより優遇されているという見方が全体的
にやや強かった。個々の企業ごとの分析では，女性活躍の推進度合いにより，むしろ女性が優遇
されているという見方が強くでる場合もあったが，全体としては，まだやや男性優遇である状況
が強いという結果である。 
 
現に，男女別，職位別に部下数を推計したところ，全ての職位において，部下の平均人数は，男
性のほうが女性よりも多いことが確認された。女性が企業に貢献して，上位の職に就く機会は増
えているものの，実際には男性よりも責任・重要性の低い「見せかけ」の職に就いている可能性
が高いことを示唆している。 



 
②男女ペイギャップの存在 
 
性別，年齢別で年間報酬の水準を見ると，35 歳以上の全ての年齢で，男女間で顕著な差が発生
している。すなわち，女性の出産等ライフイベントの影響が大きく出る時期以降で，女性の年間
報酬が相対的に低くなっている状況である。さらに，子供の有無を加味して分析すると，子供が
いる女性の方が，子供がいない女性よりも年間報酬が低いという「Motherhood penalty」とも呼ぶ
べき状況が見られた。 
 

③働き方に関する男女差の現状と課題 
 
現在の仕事における働き方にまつわる男女それぞれの認識及び実際の稼働時間について見ると，
男性の方が女性よりも，長時間労働が成果を生みやすく，反面，仕事と子育ての両立が難しいと
感じている状況が見られた。仕事と子育ての両立が難しいと感じるのは，子育ての負荷がより大
きくなりがちな女性に見られそうであるが，実際の稼働時間を見ると，男性が子供の有無によっ
て稼働時間にほとんど影響を受けないのに対し，女性は子供がいる場合はいない場合に比べて
稼働時間を抑制している状況であり，女性においては，仕事と子育ての両立ができるような調整
を余儀なくされているのが実情である。 
 
なお，子育てとの両立が難しいと感じる度合いは，男女にかかわらず STEM 系職種において非
STEM系職種よりも顕著に高かった。 
 
④職場のインクルージョン実現に向けた課題 
 
年長者を尊重することに何ら問題はないが，実力以上に年功序列を重んじることは，過去の経験
のみに過度に依拠する傾向を反映しており，インクルージョンの実現に向けた意識・組織風土醸
成を図る上での障壁になりがちである。この傾向は女性よりも男性において顕著に見られた。 
 
また，上司の前で失敗を恐れる傾向も，男性の方が女性より強く見られ，インクルージョン実現
の要件である「心理的安全性」の確保に課題があるように見受けられる。 
 



⑤無意識の偏見 
 
回答者に対し，「無意識の偏見」を抽出する手法でランダムに登場人物の性別や条件の異なるシ
ナリオを見せたところ，「女性の産育休に比べ，他の理由で女性または男性が休職することに対
し，キャリア推進上潜在的にやや厳しい見方をする」状況が見られた。 
 
４－３ 今後の方針 
 
企業アンケート調査は，今後も継続することが決定している。人材の多様化は今後もさらに進展
することが予想されることから，2019 年の一点に限らず今後も定点観測を続けることにより，
長期的な推移を見出すことを期待する。また，今後の調査においては，外資系企業，また外国人
社員のサンプル数の増加を目指し，グローバル化が我が国の働き方に与える影響をより幅広く
研究したい。 
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